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四
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一
日
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雑
凝
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創

昭
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年
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二
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一
十
目
獲
行
（
毎
月
一
回
轡
藝
㌶
）
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昭和三十三年十二月二十日靴工

時
間
と
自
由
：
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
島

學
と
し
て
の
形
而
上
學
は
可
能
か
…
…
…
…
…
阿

…
カ
ン
誉
「
純
粋
理
性
批
到
」
の
窮
極
課
題
一

芳
　

夫

部
　
正
　
雄

カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
：
・
…
大
　
塚
　
恵

…
「
道
徳
性
」
の
意
味
内
容
i

偶
然
へ
の
問
い
…
…
：
…
…
…
：
・
：
：
…
…
…
…
小

i
偶
然
性
の
畢
と
し
て
の
形
成
を
中
心
と
し
て
一

書
評
　
鈴
木
亨
君
の
「
貴
存
と
勢
働
」
を
護
ん
で
　
　
…
・
島

第
三
十
九
巻
総
目
次

林
　
幹
　
夫

芳
　

夫

内

／驚黛諮
部
會

學
學

文

學
哲

大
都

都
京

京



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
翻
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

9
　
毎
月
一
回
曾
誌
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

国
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

臼
　
随
蒔
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
富
及
び
委
員
曾
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

一
、
本
心
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
九
戸
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
翻
限
を
設
け
な

い
　
労
演
・
罫
書
館
・
其
他
の
囲
艦
は
圏
農
の
名
を
以
て
入

回
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
懸
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

偲
し
　
こ
回
叉
は
三
園
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
三
三
役
員

委
　
配

本武松蓬野西長土田武高園島重柿臼上井石池評

議黙硲慰㌔賑醐柵　田賀
ﾘ…芳…∴義簗

治雄海康夫治人夫郎範郎郎夫郎一尚夫勉仁祐郎



103ty

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
四
百
五
十
八
號

（
％
）
囚
。
ぎ
。
σ
q
。
δ
沸
薫
繕
幹
一
・
。
・

（
2
5
）
淵
。
ぎ
。
σ
q
。
円
舞
薫
鐸
。
。
・
δ
・

（
2
6
）
内
。
ぎ
。
讐
鼻
葦
低
．
。
。
。
峯
又
は
。
舞
蒙
＆
。
蔓
…
く
。
ユ
蜀

　
o
Q
。
葺
茜
離
ぴ
巽
誘
。
凱
。
男
二
⇔
犀
ひ
ぎ
瓢
。
孕
一
読
。
。
．
Q
a
面
な
。
刈
～
○
。
・
潔
。
。
・
　
及
び

　
高
木
貞
次
、
解
析
概
論
、
四
八
九
頁
参
照

（
2
7
）
穴
。
ぎ
。
σ
q
。
δ
沸
綾
P
ω
・
囲
9

（
2
8
）
＜
α
・
剛
勇
冒
・
●
墨
・
β
寿
蓼
。
一
・
。
叢
・
算
。
騨
ω
藝
・
・
｛
一
騨
葺
尉
鳥

　
～
♪
、
稗
騨
騰
ぴ
O
凶
5
ω
’
鴎
ド

（
2
9
）
。
h
ら
。
夢
＜
。
ヨ
…
ぎ
σ
・
置
。
ぼ
ぴ
§
6
。
・
（
墓
。
。
）

（
3
0
）
団
・
麟
』
錘
伽
菖
』
・
ぎ
9
困
。
・
・
。
門
ぢ
σ
・
8
（
奮
・
。
）
や
ゆ
峯
以

　
下
特
に
℃
。
謹
O
以
下

（
3
1
）
≦
ω
。
9
≦
塾
§
『
。
慧
。
ず
貯
。
匿
。
。
蒙
蒙
犀
’
乞
芝
聾
・
｝
・
。
圃
ρ

　
ω
’
悼
㊤
．

（
3
2
）
護
・
β
ノ
＜
・
蓼
9
。
罠
。
ン
疑
欝
．
§
…
・
σ
・
し
⑩
・
。
炉
の
』
葺

（
3
3
）
峯
ω
β
～
歪
湊
3
。
更
一
。
葬
鼻
の
雲
・
・
爵
壽
ら
乏
窪
巨
・
鼻

　
ω
．
も
。
亀
。
●

（
蛋
3
）
6
吟
・
』
●
ぴ
●
o
。
。
ダ
z
。
g
。
・
・
犀
。
寓
ぴ
琴
率
》
き
。
h
竃
障
『

　
讐
．
（
δ
も
。
①
y
又
o
h
⇔
α
韻
。
’
竃
碧
鍔
N
鉱
院
。
び
や
も
。
ド
一
り
匂
。
9
及
び

　
芝
9
算
浸
。
タ
、
募
考
箋
g
。
・
蒙
芽
禅
儒
。
憎
囮
《
亀
。
謀
書
。
σ
q
決
鍵

　
＞
O
齢
二
9
一
搾
①
o
『
o
⇔
島
O
鵠
二
識
論
瓢
0
9
刈
な
ρ
ゆ
Ψ
一
㊤
も
σ
○
◎
・

（
3
5
）
蒸
。
・
。
ω
狐
瓢
9
。
。
・
一
刈
O
・

（
3
6
）
く
α
q
剛
．
ζ
ぎ
・
・
L
σ
箆
・
。
，
・
・
。
舞
瓢
薮
。
。
墨
引
。
。
轟
G
。
・
雲
譲
・

（
3
7
）
』
’
＜
。
嘗
L
蓬
・
。
開
題
．
×
鐸
・
。
・
・
碁
二
。
暮
：
門
す
。
σ
・
。
ぎ
・
、

　
（
謬
ご
a
§
ワ
ミ
。
。
。
以
下

九
四

鴫

（
3
8
）
峯
。
・
。
笛
㌦
薮
・
¢
§
・

（
3
9
）
峯
翁
」
匿
号
◎
。
・
罵

（
4
0
）
＜
σ
q
劉
≦
義
凱
匿
・
。
。
・
o
p

（
4
1
）
　
九
鬼
周
造
、
偶
然
性
の
問
題
、
二
六
七
頁
、
二
六
八
頁
、
聞
く
α
蔓
ド

男
』
§
蝕
§
ρ
℃
馨
蔓
。
σ
・
δ
く
睾
§
℃
三
二
窪
し
。
け
き
9
§
～

㌶
馨
く
．
簿
霧
”
鐸
ω
．
旨
q
耀
○
・
蒼
ゆ
鼻
2
N
賃
ピ
＆
π
幽
。
増

鼠
。
量
地
停
g
こ
喜
臥
病
｝
；
影
圃
｝
。
・
・
≧
ら
暮
・
』
・
×
同
・
ω
・
巳
ρ

　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
都
大
學
文
硲
部
〔
応
仁
〕
大
駈
院
學
生
）

前號國次

形
は
な
ぜ
筏
る
か
…
…
…
…
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…
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：
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田
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學
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る
…
…
松
尾

ド
イ
ツ
棚
概
念
論
の
歴
史
哲
學
…
；
：
：
エ
ル
ン
ス
ト

に
於
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終
末
論
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礎
　
　
　
　
盤
　
谷

ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
逓
論
…
…
…
…
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横
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哲
學
研
究
　
四
冨
五
十
八
號

に
封
立
的
で
な
い
と
い
う
確
儒
は
奪
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
又
そ
れ
を

支
持
す
る
哲
學
者
も
多
く
い
る
。
然
し
傍
よ
り
も
晦
分
欝
身
の
膿
で
こ
の

問
題
に
立
向
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
の
考
え
で
は
、
こ
の
爾
者
の
闘
係
は

危
機
的
革
命
的
入
聞
と
い
う
い
さ
さ
か
乗
分
級
で
陵
昧
な
言
薬
に
よ
っ
て

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
。
異
る
偲
統
の
下
に
育
っ
て
來
た
思

想
を
、
或
る
構
勢
の
下
で
の
共
通
性
の
故
に
綜
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
や

や
も
す
れ
ば
皮
相
に
な
り
易
い
。
著
老
の
勢
働
と
實
存
主
義
と
の
媒
介
は

或
る
程
度
戒
兆
し
て
い
る
。
第
牽
章
「
實
存
と
し
て
の
藩
有
と
勢
働
」
は

明
快
で
中
々
漆
く
切
り
込
ん
で
い
る
。
然
し
勢
働
聞
題
を
逓
し
て
費
存
概

念
を
展
閣
…
す
る
や
り
論
力
…
謂
わ
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
轡
訟
仔
主
義
ー
ー
は
十

分
共
鳴
出
簸
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
し
か
し
實
存
概
念
と
し
て
の
所

麿
は
遙
か
に
廣
い
才
華
を
有
す
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
マ
ル

ク
ス
主
義
と
基
．
督
教
的
｛
貫
存
・
黒
義
と
の
綜
含
の
如
き
は
、
何
れ
か
の
立
場

に
大
き
な
愛
更
を
加
え
な
い
で
は
不
．
司
能
と
思
わ
れ
る
が
、
從
っ
て
そ
の

結
果
生
れ
る
も
の
は
綜
合
で
あ
る
よ
り
も
、
穂
れ
か
の
立
場
へ
の
吸
収
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
園
難
な
間
題
を
取
扱
つ
た
の
が
第
九
章
「
實
存
的
思

惟
の
展
開
」
で
あ
る
。
然
し
マ
ル
ク
ス
に
は
無
鳴
畳
的
に
せ
よ
信
仰
の
存

在
す
る
鯨
地
が
あ
る
と
は
、
そ
の
儒
仰
の
概
念
を
も
つ
と
明
か
に
規
定
せ

ね
ば
私
に
は
理
解
出
來
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
然
し
署
者
は
若
い
。
こ
の
意
氣
込
み
と
探
究
力
と
を
以
て
す
れ
ば
、
更

に
一
凝
高
い
成
果
を
暴
げ
得
る
だ
ろ
う
こ
と
を
確
儒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

（
筆
暫
　
京
都
大
學
文
學
部
〔
倫
理
墨
〕
致
授
）

九
六

次號論交豫皆

’

E

だ

鮫
さ

れ
て

い
な

い
ILLI

つ
の

彫
蹴

存

在
論
的
識
明

チ

　　1
野ル
　ズ
隣・
　／一

刈
mホ器1
誰ン

　時
ES，

聖とK
壽逡
的
i＃i’

艮i｝

冶

に

つ｝
：

あ

’
l
l
l
一

難

辰
藤

雄

音
量
謬
る
「
覇
」
…
槻
・
雲
陽

第
九
測
國
際
鎌
敢
旗
亭
敬
輿
細
螺
に
つ
い
て
：
　
：
有
賀
紅
絵
郡



會

告

一
、
本
會
は
禽
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
当
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
塵
吉
厨
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
三
新
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
攣
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
　
、
二
二
〇
國
又
は
傘
年

六
一
〇
園
）
を
お
洋
才
下
さ
い

又
會
員
へ
の
禽
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
饗

璽
に
注
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
塵
代
官
町
二
　
創
文
就

　
（
振
替
目
座
東
京
九
二
四
七
一
．
　
番
劇
文
徹
）
宛
に
願
ひ
ま
す

一
、
愈
噛
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
携
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分
又
は
牟
年
分
）

會
費
は
原
顯
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六
二
）
の
送
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
更
其
他
の
事
情
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
又
は
傘
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
曾
員
の
轄
屠
入
退
禽
の
事
務
及
び
編
集
壌
務
の
…
切
は
察

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
儒
・
新
刊
書
・
寄
総
難
誌
等
は

本
邸
宛
に
お
送
り
下
さ
い

廷

丁京都
都都

大市哲
羅ff

駐留
部吉

岬會

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
十
五
日
即
捌

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
二
十
臼
磯
断

編
一
入

襲
行
人

印
刷
入

印
捌
撰

磯
行
所

株
武

愈
醗

京
　
自

撰
　
都
　
再

編
策
謀
乱

騰
　
　
岐

久
保
井

醗哲
文

周囲
部

内曾

東堀堀束重土

編内三保
笙印文1井岐

繭　 癌理邦

1黙1驚夫

創
　
　
文
　
　
肚

束
京
都
千
代
珊
籔
代
宮
晦
二

振
替
口
座
　
東
京
　
九
二
四
七
嵩
番

竃
謡
　
丸
ノ
内
（
2
3
）
娯
○
○
八
器

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
着
の
御
註
文
及
び
慶
管
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
就
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
便
一

二
〇
圓
、
送
料
・
八
繭
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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